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学校だより 第３３２号 

平成２５年４月３０日 

平成２５年度 第1号 

 

「３日、３ヶ月、３年・・・」 

校長 大橋 亮介 

平成２５年度、１３２名の新入生を迎え、

全生徒３７４名（１１学級）で始まりました。

４月８日の始業式は、２・３年生が落ち着い

た雰囲気の中で平成２５年度をスタートし、

入学式から緊張した学校生活が始まった１年

生も、上級生に引けを取ることなく朝読書か

ら規則正しい生活を送っています。また、部

活動も始まり、意欲的に参加しています。  

さて、私は平成２３年度に着任し、今年度

で３年目を迎えることになりました。表題に

書いた「３日、３ヶ月、３年」という言葉は、

ご存じの方も多くいると思います。私がこの

言葉を聞いたのは、就職活動をしていたころ、

ある人事担当の方からでした。この意味は、

「３日仕事を頑張れれば、次は、３ヶ月、こ

れが過ぎれば３年・・・と言うように、辛抱

できるなら仕事を続けていく事ができる」と

いうことです。つまり、人生の一つの節目と

なる時間を意味しているのです。私は、杉森

中に着任し、「不易と流行」という言葉を意

識し、この３年目を目指す大切な節目と言う

ことになります。今まで以上に、自分の力を

出し切り、さらなる杉森中の発展を目指さな

ければという思いがあります。          

今年度は、経営目標を「自治力を高める」

に定めました。自治力とは、自分自身や生徒

自身が責任を持って、自らの力で何事にも積

極的に取り組む力と捉え、すべての学校教育

を通して、社会性・協調性、自己肯定感と他

者への思いやりを育み、自らが考え判断し、

実践できる、自治力を高めていきます。また、

私自身の今年度の目標は、「知徳体に優れた

生徒、杉森中をつくる！！」と生徒・保護者

の方々に伝えました。正直、１年では・・・

とも思っていますが、「夢は大きく！！」  

最近、「いつやるの・・・？今でしょう！！」

という言葉が流行しているが、１３歳から１

５歳の中学校生活は、今しかありません。知

徳体を身に付けるためにこの３年間を有意義

に過ごすのは、生徒自身であり、全力で取り

組むのは、まさに「今でしょ！！」そして、

この言葉は、私自身にも言えることです。  

保護者地域の方々から信頼され、さらなる

杉森中学校の発展のために、私たち教職員も

日々研鑚を積み、情熱を持って誠実に生徒指

導に取り組んでいきます。どうか、今年度も

杉森中学校の教育活動にご理解ご協力をお願

いいたします。  



 

 

 

～ 異動教職員の紹介  ～  

※個人情報につき、掲載を見合わせていただいております。    

 

☆表 彰☆ 野球部「杉並区少年軟式野球春季大会」第３位  

〔 ５月の予定  〕 

２（木）  開校記念日 

３（金）  憲法記念日 

４（土）  みどりの日 

５（日）  こどもの日 

６（月）  振替休日 

７（火）  生徒総会 

８（水）  歯科検診（１．２年）  

１０（金）  区特定課題調査  

（全学年） 

 

１４（火）  内科検診（１年）・尿検査一次 

１５（水） 杉教研総会 

１６（木）～１７（金）  中間考査 

２０（月）  いのちの教育  

教育実習 [養護]（始） 

２１（火）～２２（水） フレンドシップスクール（１年） 

２３（木） 心臓検診                     

２７（月） 教育実習 [社会・音楽]（始） 

３０（木） 体育祭予行 

 


